
道路行政セミナー　2009.7　　1

１ はじめに
首都高速道路は、東京都・神奈川県・埼玉県・
千葉県に広がる自動車専用道路です。営業中路線
は 295.0km、建設中路線は今年度開通予定の中央
環状新宿線を含め 27.5km です。この道路網の中
に、管理用施設等を利用して、現在、パーキング
エリアは 20 箇所（有人 11 箇所、無人 9箇所）あ
ります（図－ 1）。
道路網の整備が進むに
つれ、お客様の平均走行
距離も増加しつつありま
す。放射線下り方向や環
状線などでは、パーキン
グエリアのない区間が多
く、休憩所・トイレ施設
を求めるご意見がしばし
ば寄せられておりまし
た。
また、今後、中央環状
線の整備が進むと、都心
環状線を迂回するお客様
が都心部のパーキングエ
リアを利用できなくなる
ことが予想されます。し
かし、パーキングエリア
新設するための用地取得
は困難であり、相当の費
用がかかることとなりま
す。
このようなことから、
これらの課題を解決す
るための 1 つの方策と

して、ETCを活用し首都高速道路外の施設と連
携する「スマート PA（仮称）」について検討し、
2009 年 2 月、モニター様と民間事業者様のご協
力により、スマート PAの実験を開始しました。
ここでは、その実験についてご報告いたします。

有人 PA 

無人 PA 

実験施設 

戸田

みなとみらい

千住新橋

江戸橋

図－ 1　首都高速道路パーキングエリア
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2 実験の概要
●　スマートPAの仕組み

本実験は、一度首都高から降りていただき、実
験施設ご利用後、再度、首都高へ入り直していた
だくものです。ご利用後、弊社にて ETCデータ
の照合を行い、条件を満たした場合、首都高を連
続利用したものとみなして精算します（図－ 2）。
今回の実験では、あらかじめ指定した首都高の
出入口と施設をご利用いただきます。また、指定
出口を降りてから指定入口から再度入り直してい
ただくまでの時間を 2時間と設定いたしました。

●　実験期間

平成 21 年 2 月 28 日から、実験を開始いたしま
した。平成 21 年 8 月 31 日までの約半年間実施予
定です。

●　実験施設

民間事業者様のご協力をいただき、以下の 4箇
所を設定いたしました（図－ 3）。
○　戸田実験施設
5 号池袋線（下）戸田南出口から約 700m。

「スーパーオートバックスTODA」。

○　千住新橋実験施設
中央環状線（内・外）千住新橋出口から約
1.7km。「ショッピングタウンKARIBU」。
○　江戸橋実験施設
都心環状線（外）江戸橋出口から約 700m。
都心環状線（内）京橋出口から約 1.0km。首都
高兜町駐車場。
○　みなとみらい実験施設
横羽線（上・下）みなとみらい出口から約
700m。首都高高架下管理用施設。

●　実験モニター

首都高 HP を窓口として、平成 20 年 12 月 24
日から実験にご協力いただくモニターの募集を開
始し、約 200 名の方にモニターとして活動いただ
いております（現在は募集終了）。
モニターの方へはあらかじめ利用方法をまとめ
たお立寄りマップを配布すると共に、専用HPを
開設し、施設情報等を適宜提供しております。
また、毎月利用明細をメールにて送付しており
ます。

②指定施設

入口（Ａ）⇒ ①指定出口 ２時間以内 ③指定入口⇒出口（Ｂ）

ＥＴＣによる認証

マッチング（事後）
通行料金処理（Ａ）⇒（Ｂ）

トイレ

トイレ

①出口ＥＴＣ

③入口ＥＴＣ

②スマートＰＡ ＥＴＣ

②スマートＰＡ ＥＴＣ

一般道

首都高速道路

図－ 2　スマートPAの仕組み
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図－ 3　スマートPA実験施設

●　モニターの方の属性（図－ 4）

今回は、ETCを活用しての実験のため、ETC
車載器装着車をお持ちの方にモニターをお願いし
ました。また、事務局からの連絡等にメールや
HPを利用するため、インターネットをお使いい
ただける方に限定しました。

名称 施設名 利用可能時間 駐車台数 駐車料金 トイレ
戸田
実験施設

スーパーオートバックス
TODA 11：00～ 21：00 180 台 無料 身障者対応有

千住新橋
実験施設

ショッピングタウン
KARIBU 9：00～ 24：00 200 台 2時間まで無料 身障者対応有

江戸橋
実験施設 首都高兜町駐車場 24時間 939 台 100 円 /15 分 身障者対応有

みなとみらい
実験施設 首都高高架下実験施設 9：00～ 17：00 2 台 無料 身障者対応無
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3 利用状況
平成 21 年 2 月 28 日から、6月 22 日までの 115
日間の利用状況をご報告いたします。
●　利用実績（図－ 5、6）

利用台数は、4施設合計で 233 台、一日平均約
2台のご利用をいただいております。
モニター様のうち、本サービスを利用された方
は 70 名、約 3割です。

●　利用頻度（図－ 7）

2回以上ご利用されているモニター様が約6割、
4回以上ご利用されている方は約 1割です。
利用施設数は、1箇所が約 6割、全ての施設を
ご利用されたモニター様は約 1割です。

年齢構成（N=179）

30代, 70人,
39%

40代, 64人,
36%

10代, 1人,1%
20代, 8人,4%70代, 3人,2%

60代, 8人,4%

50代, 25人,
14%

首都高の利用頻度（N=178）

月1～3回程度,
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週2～3回程度,
50人, 28%

週1回程度,
 40人, 22%

月1回以下, 1人, 1%ほぼ毎日, 13人, 7%

週4～5回程度,
15人, 8%

首都高の利用目的（N=339複数回答）
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なし,
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性別（N=179）

男, 166人, 93%

女,13人,7%

その他買い物レジャー・観光業務

図－ 4　モニター様属性
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図－ 5　利用台数

図－ 6　利用台数（施設別）
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●　所要時間（図－ 8）

首都高指定出口を出てから、実験施設ご利用後、
再び首都高指定入口までの所要時間は、4施設平
均で約 33 分でした。

平均所要時間の分布に、施設差が見られるのは、
首都高出入口から施設までのアクセスや施設の設
備差によるものと考えられます。
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図－ 8　所要時間

利用回数

4回以上,
15人, 21%
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19%
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 図－ 7　利用頻度
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●　アクセス時間（図－ 9）

首都高出入口と実験施設とのアクセス時間は平
均 5～ 10 分でした。実験施設以外に立ち寄られ

たと思われる比較的時間を要した事例も若干見受
けられました。

図－ 9　施設へのアクセス時間（ETCによる）

4 調査結果（中間報告）
モニターの方には実験開始前、実験中月 1回、
実験終了後にアンケートを計画しております。こ
れまでの調査結果をご報告いたします。
●　アンケート結果

利用目的は、全ての施設共通で「スマート PA
を利用してみたかった」という回答が多く寄せら
れました（図－ 10）。
滞在時間は、施設により回答分布が異なってい
ます。店舗を有する戸田、千住新橋は滞在時間が
長くなる傾向が見られます（図－ 11）。
経路のわかりやすさは、戸田、みなとみらいは、

「とてもわかりやすい」「わかりやすい」あわせて
7割の方からプラスの評価をいただいています。
千住新橋、江戸橋は、「普通」と回答された方が
最も多く評価が分かれる結果となりました（図－
12）。
アクセス時間への評価も、施設により回答分布
が異なっています（図－ 13）。実際のアクセス時

間と体感時間に差があるようですので、その原因
を今後の調査で明らかにしていきたいと考えてお
ります。

●　モニター様の声

アンケートの自由記述欄へいただいたモニター
様の声をご紹介いたします。
○　利用経路上で車線取りなどの難しい箇所には
誘導看板があると良い。
○　出口近くにあると良い。
○　5分以内に到着できる距離が適当。
○　駐車場が無料じゃないので使いづらい（江戸橋）。
○　駐車料金が安いので、トイレ利用料金と思え
ばそれほど問題ない（江戸橋）。
○　機会があればスマート PAの最寄にある施設
も利用してみたい。
○　ETC認証できているのか不安。
○　夜間利用ができない（みなとみらい）。
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滞在時間
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2
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1
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2

6

2

1

店舗併設などスマート PA 独自
の機能を利用するため， 10

スマート PA を体験してみ
たかったから ， 8

 12

 スマート PA を体験して
みたかったから ， 11

10

0%

みなとみらい

江戸橋

千住

戸田

休憩目的（運転手） 休憩目的（同乗者）
トイレの利用（運転手） トイレの利用（同乗者）
店舗併設などスマートPA独自の機能を利用するため 目的地がスマートPAの近くにあったから
スマートPAを体験してみたかったから 

N = 16

N = 33

N = 19

N = 26

休憩目的（運転手）

休憩目的（同乗者）

トイレの利用（同乗者）

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%

図－ 10　施設利用目的

図－ 11　施設滞在時間

●　民間事業者様の声

実験開始後に、実験施設を提供くださっている
民間事業者様へのヒアリングを実施いたしまし
た。好意的なご意見をいただきました。

○　会社として社会貢献に参加できることは非常
に良いことと考えている。
○　デメリットはない。利用の折に買い物をして
もらえるとありがたい。
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経路のわかりやすさ
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図－ 12　実験施設までの経路のわかりやすさ

図－ 13　施設までのアクセス時間について

5 おわりに
実験半ばで十分な集計結果ではありませんが、
現在までのところ、モニターの皆様、民間事業者
様共に、好評をいただいております。

本実験終了後は、今回得た課題を解決すべく更
なる検討を進めてまいりたいと考えております。
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